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初心者向け InfraWorks活用講座
－第 2 回：基本操作、現況の作成、造成案の作成

オートデスク株式会社 技術営業本部

建設ソリューション スペシャリスト 日下部達哉



InfraWorks基本操作のポイント



InfraWorksの基本操作
オートデスク公式ヘルプに色々と書いてあります

モデルはどうやって操作する？

(リンクは こちら)

起動直後の画面構成は？

(リンクは こちら)

モデルを開いた直後の画面構成は？

(リンクは こちら)

それぞれのツールバーで何が出来る？

(リンクは こちら)

新しい UIになってから、

どこにどのツールがあるんだっけ？

(リンクは こちら, 第三者のサイト)

今回は、操作の流れの中で

重要になる考え方を解説

http://help.autodesk.com/view/INFMDR/JPN/?guid=IWGettingStarted_KeyConcepts_ToNavigateTheModel_html
http://help.autodesk.com/view/INFMDR/JPN/?guid=GUID-01AABC51-386E-4E5B-A901-C317CBC050E3
http://help.autodesk.com/view/INFMDR/JPN/?guid=GUID-390DEDE6-C26A-45F4-8B16-23CE3739F9ED
http://help.autodesk.com/view/INFMDR/JPN/?guid=GUID-81B693C0-930C-44D2-B251-F7841C7D79B0
https://collective-genius.jp/infraworks2020_command/


InfraWorksの操作の流れ
大まかには下記の流れで作業が進みます

座標系を決めて

モデルを新規作成
提案を新規作成 データのインポート

表示順序や

スタイルの設定

フィーチャの追加

(道路, 橋梁, 建物, 

土地領域…)

新たな計画案を作りたくなったら



InfraWorksの操作の流れ
大まかには下記の流れで作業が進みます
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モデルを新規作成するときには、座標系の設定が必須

空のモデルを作成 (新規作成) 簡易モデルを自動取得 (モデルビルダー)



InfraWorksの操作の流れ
大まかには下記の流れで作業が進みます
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InfraWorks に設定できる座標系は二種類に大別

地理座標系

地球を 3D (球体, 楕円体) のまま表現

例：LL84 (WGS84 楕円体に準拠)

投影座標系

地球を 2D に投影して表現

例：UTM-xx (UTM 座標系, 全世界)

JGD2011-xx (平面直角座標系, 国内)

東経 142° 北緯 39° 原点から

95 km

原点から

-59 km

出典：Esri (https://www.esrij.com/gis-guide/coordinate-and-spatial/coordinate-system/)
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InfraWorks に設定できる座標系は二種類に大別

地理座標系

地球を 3D (球体, 楕円体) のまま表現

例：LL84 (WGS84 楕円体に準拠)

投影座標系

地球を 2D に投影して表現

例：UTM-xx (UTM 座標系, 全世界)

JGD2011-xx (平面直角座標系, 国内)

東経 142° 北緯 39° 原点から

95 km

原点から

-59 km

出典：Esri (https://www.esrij.com/gis-guide/coordinate-and-spatial/coordinate-system/)

Civil 3D, Revit などの

モデルを読み込む場合、

座標系を揃える必要あり

→ 投影座標系でモデル作成

(i.e. JGD2011-10)



InfraWorksの操作の流れ
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InfraWorks では “提案管理” ツールでバージョンを管理



InfraWorksの操作の流れ
大まかには下記の流れで作業が進みます

座標系を決めて

モデルを新規作成

提案を新規作成

データのインポート

表示順序や

スタイルの設定

フィーチャの追加

(道路, 橋梁, 建物, 

土地領域…)

InfraWorks では “データソース” ツールでデータをインポート、管理

オルソ

(Raster)

地形

(Raster)

道路中心

(shp)



InfraWorksの操作の流れ
大まかには下記の流れで作業が進みます
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データを取り込む際、座標系の指定が必須

(取り込むデータの座標系 → 統合モデルの座標系)

統合モデルの座標系

(新規作成の時に

定義した座標系)
LL84 JGD2011-10

取り込むデータの

座標系

オルソ (png)

Web Mercator

地形 (GeoTiff)

JGD2011-10

道路中心 (shp) 

JGD2011-10



InfraWorksの操作の流れ
大まかには下記の流れで作業が進みます
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座標系の変換は、”データソース” → “データソース設定”から

変換後の座標系

(統合モデルの座標系)

変換前の座標系

(取り込むデータの

座標系)

※変換前の座標系が

InfraWorksに登録されている

→ 勝手に座標を変換してくれる

→ 変換後の座標は指定しなくてOK！



InfraWorksの操作の流れ
大まかには下記の流れで作業が進みます

座標系を決めて

モデルを新規作成

提案を新規作成

データのインポート

表示順序や

スタイルの設定

フィーチャの追加

(道路, 橋梁, 建物, 

土地領域…)

InfraWorks では順序が上のものを優先的に表示

5m メッシュ

30m メッシュ

5m メッシュ (優先)

30m メッシュ



現況の作成、造成案の作成



現況の作成 (国土地理院からデータを取得 → 変換)

道路, 鉄道, 建物, 水域 : 
SHP に変換

(基盤地図情報ビューア)

地形 : TINサーフェスや
TIF に変換 (Civil 3D)

基盤地図情報
(https://fgd.gsi.go.jp/download/

menu.php)

地理院地図
(https://maps.gsi.go.jp/)

航空写真 : そのまま

地形や基本項目 (道路, 鉄道, 建物, 水域…) は、データの変換が必要









現況の作成 (モデルビルダーで自動取得)

モデルビルダー

地形 : STRM データ

(30m メッシュ)
道路, 鉄道, 建物, 水域 : 

Open Street Map
航空写真 : 

Microsoft Bing map

数分で作成完了、メールでお知らせ

データの変換は不要、そのまま使える





現況の作成 (ビルダーデータ収集プログラムでデータを取得)

ビルダーデータ収集プログラム

地形 :
地理院タイル

道路, 鉄道, 水域 : 
地理院タイル

航空写真 : 
地理院タイル

* Civil User Group (無償)の会員登録が必要
(https://cim-cug.jp/forum/11/view?fid=1850)

データの変換は不要、そのまま使える





現況地形の様々な解析

標高：浸水想定箇所 勾配：地すべり警戒箇所

傾斜方向：太陽光発電適地斜面推定

主題図の作成 流域解析







現況地形の上に造成地を作成

造成の領域を指定
グレーディングスタイル

(マテリアルや勾配) を指定

造成モデルが完成

(土量計算や各種計測も可能)

グレーディング

スタイルを

新規作成





次回の予告

▪ 道路作成

▪ 二つの道路の違い－設計道路、コンポーネント道路

▪ 設計道路の作成

▪ 設計道路のスタイル編集

▪ コンポーネント道路の作成

▪ コンポーネント道路のスタイル編集

▪ 点群から地形作成→ 道路のリニアフィーチャを抽出

※ 「点群から地形作成」は枠の都合上、

次回とさせていただきました（すみませんでした）



InfraWorksをもっと詳しく知りたくなったら



http://bim-design.com/infra/event/

■ AutoCAD LTからのステップアップ！初心者向けCivil3D活用講座

第1回： AutoCAD、AutoCAD LTとCivil3Dの違い （10月21日）
第2回： Civil3D地形作成編（11月12日）

第3回： Civil3D 地形作成編-2（12月2日）

第4回： Civil3D 造成計画、土量計算編

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

■ Revitによる土木構造物作成講座

第1回：Revitの概念やファミリ・テンプレートについての解説 （10月29日）
第2回：基本的なファミリ作成、土木構造物のモデリング （11月17日）

第3回：土木構造物の作成（12月9日）

第4回：配筋モデルの作成、Navisworksを使った干渉チェック（仮）

第5回：ビジュアルプログラミングツール「Dynamo」の活用（仮）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

■ 初心者向け InfraWorks 活用講座

第1回：InfraWorksとは （11月4日）
第2回：地形作成編 （11月25日）

第3回：道路設計編（12月16日）

第4回：橋梁設計編

オートデスク 無料 オンラインセミナー

https://gems.autodesk.com/C3D_20201202

https://gems.autodesk.com/RVT_20201209

https://gems.autodesk.com/IW_20201216

http://bim-design.com/infra/event/
https://gems.autodesk.com/IW_20201216
https://gems.autodesk.com/C3D_20201202
https://gems.autodesk.com/RVT_20201209
https://gems.autodesk.com/IW_20201216


http://bim-

design.com/infra/event/
応用技術 無料 オンラインセミナー（オンデマンド）

すべて
操作テキスト
データセット付

http://bim-design.com/infra/event/


http://bim-design.com/infra/training/オートデスク 製品紹介（動画）

Civil 3D 機能紹介動画

2021
土木・インフラ版
カタログPDF

Revit 機能紹介動画

http://bim-design.com/infra/event/
http://bim-design.com/infra/training/


http://bim-design.com/infra/training/オートデスク トレーニング教材

すべて
操作テキスト
データセット付

Civil 3D トレーニングツールCIM / i-Construction トレーニング教材

http://bim-design.com/infra/event/
http://bim-design.com/infra/training/


学習本（大手書店、インターネットでお求めください）
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